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COS(circle of Shirokanaise)－happy cycle, happy circle－ 
１、活動のきっかけ 

本学は東京都港区白金台に校舎があり、私たちは毎日白金という町に通いながらも、地域とのつなが

りはほとんどない状態だった。そこで、「人と人とのつながりの輪を大切にし、学内・地域にその輪を広

げていきたい」という思いを込めて「Happy circle, Happy circle」をキーワードに 2007 年 12 月、COS

（Circle of Shirokanaise）を立ち上げた。 

２、活動内容 

2007 年末にソニーマーケティング学生ボランティアファンドに応募し、助成金をいただけたことをき

っかけに、2008 年から本格的に活動を開始した。活動内容は大きく分けて３つある。 

① 大学周辺の地域清掃 

月に数回学内で参加を呼びかけ、メンバーの手作りの竹製トングと揃いのエプロン、草木染めの軍手

と何度でも利用できるビニールのゴミバックを使用し、自然でエコな雰囲気で地域清掃を行った。また、

白金祭（学園祭）でもイベント企画として清掃活動を学内で行った。テーマは「ゆるく、たのしく、か

っこよく」。ゴミ拾いという誰でも簡単に始められる活動を通して、ボランティアの楽しさを知ってもら

い、持続可能な活動を目指した。学外の活動では、白金地域の三光小学校の子ども達と「シロカネクリ

ーンアップ大作戦」と題して白金高輪周辺の掃除を２回行い、地域との新しい繋がりも感じられた。 

② ペットボトルキャップ回収 

ペットボトルキャップのリサイクルの収益金を、世界の子どもたちのワクチンへ変える活動に参加し

た。白金・横浜両校舎のボランティアセンター前に回収箱を設置し、「リサイクル」と「国際協力」の両

面で、誰でも簡単に出来るボランティアを学内に向けて提案した。回収箱設置から日に日にキャップの

数が増え、2009年１月現在までに約二万個も集まり、学内において意識の広がりを感じている。 

③ その他の活動 

私たちは白金の地域の運動会やお祭りに参加したり、白金児童館でのボランティア活動に参加したり、

地域との繋がりという面でも輪を広げた。そのほかには、COS の日々の活動の記録や楽しかった出来事

などを、その都度ブログにアップした。（http://coscoscos.exblog.jp/）。 

３、活動を通して得た課題 

 清掃活動は少人数で行うことが多かったので、もっと参加者を募る方法や、活動日時の調整などに力

を入れていくことが必要と感じた。また学内・学外のより多くの方たちに私たちの活動を知ってもらう

ために、もっと広報方法を工夫し、イベントなどを企画していく必要があると感じた。今後も「ゆるく、

楽しく、かっこよく」活動を展開していきたいと考えている。   （文学部英文学科4年 高橋 佳） 


